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今月のキーワード今月のキーワード
パブリックコメント

　「徐々に流れ落ちる」という意味で、「政府のお金を公共事業や福祉などで国民（特に低所得層）に直接配分するので
はなく、大企業や富裕層の経済活動を活性化させることによって、富が低所得層に向かって徐々に流れ落ち、国民全体
の利益となる」とする発想を示したものです。所得税や法人税の最高税率引き下げなど、主に大企業や富裕層が自己の
既得権益の擁護・増大を求める理論武装として持ち出されています。

今月のキーワード今月のキーワード

トリクルダウン

　公的な機関が規則あるいは命令などの類のものを制定しようとするときに、広く公に意見・情報・改善案などを求め
る手続をいいます。公的な機関が規則などを定める前に、その影響が及ぶ対象者などの意見を事前に聴取し、その結果
を反映させることによって、よりよい行政をめざすものです。しかし、十分な情報が提供されていない、件数が少なす
ぎる、公表が一部しかされていないなどの問題があります。通称「パブコメ」とも。
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声
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「
明
る
い
会
」
と
「
よ
く
す
る
会
」
の
呼

び
か
け
で
、
大
阪
自
治
労
連
は
５
月
27

日
、
市
内
一
斉
に
市
政
改
革
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
の
ビ
ラ
を
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布
し
、
プ
ラ
ン
の
中
味

を
伝
え
「
い
っ
し
ょ
に
考
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み
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？
」
と
訴
え
ま
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た
。

　

こ
の
ビ
ラ
に
対
し
、
市
民
か
ら
は
電
話

や
メ
ー
ル
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
意
見
は
、

賛
否
両
論
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
目
立

っ
た
の
が
、「
ビ
ラ
を
読
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で
、
橋
下
市

長
が
や
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と
し
て
い
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と
が
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分

か
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た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
出
し

た
い
が
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
…
」
な

ど
の
問
い
合
わ
せ
で
す
。
今
こ
そ
声
を
あ

げ
な
い
と
い
け
な
い
、
と
い
う
市
民
の
思

い
の
現
れ
で
す
。
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ク
コ
メ
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の
締
め
切
り
ま
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に
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９
０
０
０
通
集
ま

り
ま
し
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。
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橋
下
市
長
は
「
改
革
プ
ラ
ン
」
で
、
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー（
ク
レ
オ
大
阪
）５

館
を
２
０
１
４
年
度
で
全
廃
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
締
め
切
り
日
の

５
月
29
日
、
雨
と
雷
の
な
か
、
大
阪
市
役

所
前
で
「
つ
ぶ
さ
な
い
で
ク
レ
オ　

ラ
ン

チ
タ
イ
ム
集
会
」
に
１
３
０
人
が
参
加
。

「
主
人
を
亡
く
し
て
か
ら
心
の
病
と
闘
っ

て
い
た
時
、
ク
レ
オ
で
の
相
談
を
き
っ
か

け
に
元
気
に
な
れ
た
」
と
い
う
女
性
の
手

記
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
市
議
会
か
ら
は
日
本
共
産
党
の
山

中
智
子
市
会
議
員
が
か
け
つ
け
激
励
。

「
素
案
撤
回
に
む
け
て
全
力
を
尽
く
し
ま

し
ょ
う
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ａ
み
ら
い
と
自
民
党
３
人
の
女
性
議
員
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、
精
神
科
医
の
香
山

リ
カ
さ
ん
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
竹
信
三

恵
子
さ
ん
、
詩
人
の
上
田
假
奈
代
さ
ん
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
の
途
中
で
雨
も
あ
が
り
、「
ク
レ
オ

は
元
気
の
発
信
セ
ン
タ
ー　

み
ん
な
で
守

ろ
う
、ク
レ
オ
を
守
ろ
う
」と
元
気
に
市
役

所
を
包
囲
す
る
パ
レ
ー
ド
に
な
り
ま
し
た
。

くらしも大阪市も破壊する
市政改革プラン（素案）

撤
回
に
向
け 

住
民
と
と
も
に
立
ち
上
が
ろ
う
！

「
ク
レ
オ
を
つ
ぶ
す
な
！
」
―
怒
り
の
声
に
雷
雨
も
退
散

　

昨
年
11
月
の
市
長
選
挙
で
、
橋
下
氏
や
「
維
新
の

会
」
は
「
敬
老
パ
ス
は
な
く
し
ま
せ
ん
」
と
公
約
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
５
月
11
日
に
発
表
さ
れ
た
「
大

阪
市
政
改
革
プ
ラ
ン（
素
案
）」
で
は
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
関
す
る
施
策
・
事
業
を
今
後
３
年
間
で
削
減
・
廃

止
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
子
ど
も
や

若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
と
っ
て

大
き
な
打
撃
と
な
る
も
の
で
す
。

事 業 名 削 減 額 実施年度

敬老パス事業の改悪（５案） 14億円～50億円 2013年度

上下水道料金福祉措置の廃止 39億6600万円 2013年度

新婚世帯向け家賃補助募集
停止（18年度終了） 21億7100万円 2012年度

国民健康保険料の値上げ 10億6700万円 2013年度

保育料の軽減措置の改悪 １億5000万円 2013年度

老人憩いの家運営費助成削減 5500万円 2013年度

コミュニティー系バス
（赤バス）補助削減 10億7300万円 2013年度

大阪府フィルハーモニー協会、
文楽協会補助金削減 4000万円 2012年度

大阪市音楽団の廃止 5200万円 2013年度

男女共同参画センター
（クレオ）廃止 ４億5600万円 2014年度

市民交流センター廃止 10億3300万円 2014年度

屋内プール統廃合
（24→９カ所） 12億2300万円 2014年度

スポーツセンター統廃合
（24→９カ所） ４億7400万円 2014年度

橋下市長に異議あり橋下市長に異議あり‼
労
働
組
合
の
立
場
を
超
え
て 

集
ま
り
ま
し
ょ
う
!

　

橋
下
市
長
は
、
あ
ら
ゆ
る
層
に
「
競
争
」
を
徹
底
的
に
押
し

つ
け
て
い
ま
す
。

　

共
通
テ
ス
ト
の
結
果
で
子
ど
も
と
学
校
を
序
列
化
し
て
統
廃

合
を
ね
ら
い
、
教
職
員
や
公
務
員
に
は
人
事
評
価
に
よ
っ
て
処

分
や
免
職
へ
の
道
を
開
こ
う
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
成
果
の

あ
る
と
こ
ろ
に
は
予
算
配
分
す
る
」
と
市
民
や
地
域
団
体
に
も

競
争
を
持
ち
込
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
動
き
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
、
府
庁
や
大
阪

市
役
所
は
じ
め
府
下
の
自
治
体
職
員
が
所
属
組
合
の
違
い
を
超

え
て
、「
橋
下
の
暴
走
を
止
め
よ
う
」
と
の
一
点
で
共
同
す
る

企
画
で
す
。
こ
の
集
会
に
積
極
的
に
参
加
・
協
力
し
、
働
く
仲

間
の
思
い
を
ひ
と
つ
に
し
て
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

６・25集会

羽曳野市長選挙（７月１日投票）

宇山 てつおさんを推せん
　７月１日投票で行われる羽曳野市長選挙で、大阪自治労連執
行委員会は、羽曳野市職労も参加する「公正・民主的な羽曳野
市政をつくる会」が擁立する元羽曳野市保健福祉部長の宇山て
つおさんの推薦を決定しました。市民本位の市政実現めざして
支援します。

あらゆる世代のサービスを切り捨てる
「市政改革プラン」（一部）

日時　６月25日（月）18：30～
会場　大阪市立中央公会堂（中之島公会堂）１階・大ホール

「公務員の権利と、労働組合の権利を考える
 ―――――― 大阪でいま起きていることの意味」
宮里　邦夫さん（弁護士・日本労働弁護団会長）

・音楽家有志の演奏（四重奏）　・労働組合からの発言－公務員と職場をめぐる実情など－
・市民からの発言

主催：連合大阪法曹団・大阪労働者弁護団・民主法律協会・大阪社会文化法律センター・自
由法曹団大阪支部・青年法律家協会大阪支部・大阪民主法曹協会・日本労働弁護団大阪支部

講演


